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１．発達障害と運動 

 発達障害は、医療や教育関係の専門書だけでなくインターネットやテレビ

など様々なメディア媒体によって紹介・解説されるようになり、広く世間に

認知されるようになってきた。ただ、手軽に入手できるメディア情報の中に

は玉石混合の情報も散見される。特別支援教育の専門家は、発達障害に関す

る正しい知識や指導法を世間に広めていく責任があるだろう。 

たとえば、2013 年 5 月のアメリカ精神医学会による診断基準「DSM-5」

の改訂により「神経発達症群／神経発達障害群（ Neurodevelopmental  

Disorders）」という分類が示された。これまで発達障害と呼ばれてきた

「Autism Spectrum Disorder：自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム

障害」「Attent ion—Def ic it／Hyperactivi ty Disorder：注意欠如・多動

症／注意欠如・多動性障害」「Specif ic  Learning Disorder：限局性学習

症／限局性学習障害」「Developmental  Coordinat ion Disorder：発達性

協調運動症 /発達性協調運動障害」などは、神経発達症群に含まれるように

なった。発達障害を考えるうえで神経の発達という視点は必要不可欠である。  

神経の発達に、運動は有効に働くことが明らかとなっている。例えば、東

京大学大学院の小山隆太准教授らは、自閉症モデルマウスの実験において、

自発的な運動がマウスの自閉症様行動を減らし脳内のシナプス密度の増加さ

せたことを Cel l  Reports オンライン版（2019 年 6 月 4 日付け）に報告して

いる１）。 

しかし、発達障害の子供に適切な運動支援ができる指導者は少ない。例え

ば、学校現場では、発達障害に関する研修が数多く行われており、学習・生

活面への支援が積極的に行われる。しかし、研修内容に運動面が取り上げら

れることは少ない。特に、不器用で協調運動に困難を示す「発達性協調運動
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症（DCD）」の理解や支援は十分ではない。 

さらに、地域スポーツの場では、発達障害と運動に関する正しい理解や適

切な支援が十分に行われていない。その理由に、地域スポーツ関係者に対す

る発達障害に関する研修の機会が不十分であることが挙げられるだろう。 

筆者は 20 年以上柔道指導者を続けてきたが、これまで柔道における発達障

害の理解と対応に関する研修を一度も受ける機会がなかった。一方で、柔道

指導者からは発達障害が疑われる子供の指導について多くの相談を受けてき

た。その内容は「柔道の練習に参加しない」「技が覚えられない」「話を聞

かない」「すぐにケンカをする」など問題行動に関するものが多かったが、

相談に併せて「発達障害の診断を受けている」「発達障害の薬を飲んでいる」

という情報も得られることが少なくなかった。 

 一般的に、地域の柔道指導者は、柔道に関しては専門性が高いものの、発

達障害の理解と運動支援に関する正しい情報を得る機会には恵まれていない。

その結果、試行錯誤の末に失敗経験を重ねる指導者も多く、「子供の努力不

足」「発達障害だから仕方がない」「保護者の理解不足」など誤った結論に

陥る危険性が高い。 

 自発的な運動を通して、神経発達症群の子供達の神経発達を促せる。しか

し、地域の運動指導者に発達障害に関する正しい理解と支援方法が伝わって

いないため、結果的に発達障害の子供達に運動の良い機会が届けられていな

い。この問題意識が本稿を記す原動力である。 

 

２．全国ワークショップ活動 

 筆者は NPO 法人「 judo3.0」の活動を通じて知り合った、柔道及び発達障

害の専門家 3 名と一緒に、発達障害の正しい理解と適切な支援を広めるため、

全国ワークショップ「発達が気になる子が輝く 柔道＆スポーツの指導法」

を始めた（表１）。 

 全国ワークショップのメンバーの一人目は酒井重義氏である。彼は、NPO

法人 judo3.0 の代表を務めており、発達障害の指導に関しても豊富な知見を

持っている。NPO 法人 judo3.0 とは、柔道を通じて社会の課題を解決する

ことを目的としている。主な活動内容は、日本柔道ツーリズムや柔道留学、

発達障害児のための柔道指導法の開発などである。 

二人目は長野敏秀氏である。彼は、柔道クラブ「ユニバーサル柔道アカデ

ミー」代表である。ユニバーサル柔道アカデミーは、2015 年 9 月に愛媛県四

国中央市において「勝つことを一旦辞める！」というこれまでの勝利至上主

義の既成概念を破るテーマを掲げ設立された全国的にも珍しい柔道クラブで

ある。競技という枠組みから一旦離れ、柔道が本来持つ教育的要素やお互い
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に組み合うという対人スポーツとしての特徴を生かすことを大切にしている。

また、障害の有無にかかわらず誰もが柔道に親しむことができる環境構築や、

生き辛さを抱えた子供達の居場所としての道場の活用方法など、柔道を通じ

た社会問題の解消に挑戦している。 

ユニバーサル柔道アカデミーの日頃の活動では、地域の幼児・小学生を中

心としながらも、発達に特性のある子供達も参加しやすい「運動遊び・柔道

遊び」という独自の運動プログラムを提供している。ユニバーサル柔道アカ

デミーは、心理士や市職員、保育の専門家など、様々な専門的知識を持つス

タッフと共に運営していることも特徴に挙げられる。子供達の不器用さの改

善を通して、情緒の安定、社会性の獲得、心身のバランス向上などに努めて

おり、これからの柔道クラブが目指すべきモデルの一つとして、全国から注

目を集めている。 

三人目は浦井重信氏である。彼は、放課後等デイサービス「みらいキッズ

塾」代表である。みらいキッズ塾は「すべての児童に学びの機会を」をモッ

トーに発達障害などが理由で学ぶ機会を得ることができなかった児童のため

に、放課後の活動として学習や運動、SST（Social  Skil ls  Training）を行

っている。学校の授業中に困りごとが多い児童の中には、鉛筆など文具が上

手く使えない、動いている物を見たり視線を移動させたりするのが苦手、適

切な姿勢を維持できないなど、体や目の使い方に課題をもつことが多い。こ

のように身体機能の問題と学習やソーシャルスキルは切り離すことはできな

い。 

みらいキッズ塾の運動メニューの中には発達段階を考慮したさまざまな運

動遊びに加えて柔道も取り入れている。柔道を通じて自身のバランスを保つ

力を育み、相手の動きを察する力を身につけるなど、児童の発達に役立つ

様々なことを学んでいる。 

筆者は研究者として発達障害の理解と支援に関する研究活動を行ってきた。

また、スペシャルオリンピックスの柔道コーチとして運動支援に関わるなど、

実践的な活動も行っている。少年柔道においても児童生徒の理解や支援につ

いて様々な機会を通して助言を行っている。 
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表１ 全国ワークショップのメンバー(2020 年 2 月 20 日現在) 

 

酒井重義 

（柔道歴 25 年） 

NPO 法人 judo3.0 代表 

一般社団法人日本運動療育協会理事 

弁護士 

 

長野敏秀 

（柔道歴 40 年） 

四国中央市福祉部発達支援課課長補佐 

柔道クラブ「ユニバーサル柔道アカデ

ミー」代表 

一般財団法人愛媛県柔道協会理事 

NPO 法人 judo3.0 理事 

公益財団法人全日本柔道連盟 A 指導員 

発達障害コミュニケーション中級指導

員 

心理学 NLP プラクティショナー 

 

浦井重信 

（柔道歴 35 年） 

（一社）児童基礎体力育成協会  代表

理事 

放課後等デイサービス「みらいキッズ

塾」代表 

プ ロ ス ポ ー ツ ト レ ー ナ ー 協 会 公 認

Trainer 
ブレイザーズ柔道クラブ指導者 

 

西村健一 

（柔道歴 35 年） 

島根県立大学 准教授 

公認心理師 

日本臨床発達心理士スーパーバイザー 

日本スペシャルオリンピックス認定コ

ーチ（柔道） 

 

2017 年 12 月～ 2018 年 4 月、月一回インターネット会議システム

（ ZOOM ）で協議し、第一回目のワークショップを計画した。そして、

2018 年 5 月 6 日 13 時 30 分～16 時 30 分、兵庫県神戸常盤アリーナにて発

達障害と柔道指導に特化した初のワークショップを開催した。参加者は柔道

指導者 24 名、研究者 2 名の計 26 名であった。 

内容は 1.応用行動分析 2.感覚統合 3.実際の指導法 4.分科会であった。分

科会では、柔道指導者が抱える課題や悩みを話し合い講師が答える時間を設
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けた。その結果、参加者から発達障害の課題を有する他の地域の人々とつな

がることができる場として高い評価を受けることができた。同時に、遠方か

ら参加した指導者からは「自分の地域でも開催してほしい」という要望を受

けた。 

本ワークショップの反省として、専門的な内容をそのまま参加者に伝える

だけでは十分理解を得られなかったことが挙げられた。柔道場で見られる具

体的なエピソードを元に、専門用語を極力控えながら分かりやすく伝えてい

く工夫が必要であった。 

 この神戸における取組は、第 3 回日本 DCD 学会にて「一人一人が輝く少

年柔道指導法のワークショップ開発の試み～DCD を含む運動の苦手な子供

を対象として～  An attempt to develop  a workshop for  judo  

instruct ion o f  young chi ldren that gives  each part ic ipant  an 

opportunity  to  shine－For children who are  not  good at  exerc is ing 

inc luding DCD－」としてまとめ、発表を行った。参加者からは、「柔道

に関して初めて発達障害に関する専門的な研修を受けた」という感想だけで

なく、「柔道なのに勝たなくてもいいのでしょうか」という質問が多くさ

れ、我が国における柔道の勝利至上主義の根深さを改めて実感した。このワ

ークショップの様子は、インターネット動画（YouTube）として 140 秒に

まとめた後に公開した（図１）。 

https: / /www.youtube.com/watch?t ime_continue=18&v=XcLEYZQhN

48&feature=emb_logo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 第一回 ワークショップの様子 
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 そ の 後 も 、 月 一 回 程 度 イ ン タ ー ネ ッ ト 会 議 シ ス テ ム （ ZOOM ） や

Facebook などを通じて検討を重ねた結果、専門的知識を分かりやすく伝え

るためにテキストの開発が必要であるという結論に至り、2018 年度からテキ

ストの作成に取りかかった（表 2）。 

 

表 2 ワークショップのテキストの内容について 

1. 発達障害の基礎知識 

2. 神経と運動 

3. 指導の工夫の仕方 - 応用行動分析 – 

 (1) ほめ方のコツ 

 (2) 練習問題 

 (3) 指導者がよく直面するケースへの対応例 

4. 運動プログラムの作り方 

 (1) バランスや姿勢を育む 

 (2) 関節の可動域を広げる 

 (3) アニマル運動 

 (4) 運動あそびを活用する 

 (5) 運動あそびや運動プログラムを一緒に創る 

5．柔道クラブのユニバーサル化～ゆにじゅ～の挑戦～ 

6. 福祉サービスとしての柔道～みらいキッズ塾の取組～ 

 

ワークショップのテキストは、基本的にワークショップの内容に準じている。

内容は 1.発達障害の基礎知識 2.神経と運動 3.指導の工夫の仕方 - 応用行動分

析 –4. 運動プログラムの作り方 5．柔道クラブのユニバーサル化～ゆにじゅ～

の挑戦～6. 福祉サービスとしての柔道～みらいキッズ塾の取り組み～である。  

ワークショップのテキストでは、読み物としての下記のような工夫も行ってい

る。 

 

■インタビュー形式の記事を入れ、読者が読みやすくしている。  

■イラストや写真などを多用し、視覚的に理解しやすくしている。 

■道場で見られるエピソードなどを多用し、読者がイメージしやすくしている。  

■四コマ漫画などを入れることで、手立てや効果がすぐに分かるようにしている。  

 

 2019 年は、公益財団法人住友生命健康財団「スミセイ コミュニティスポ

ーツ推進助成プログラム（第２種助成）」から「発達障害のある子供への柔

道指導に関する全国 9 か所でのワークショップ～2020 年東京五輪のレガシ

ーとしてインクルーシブな柔道環境をつくる～」のテーマで助成を受け、全

国 8 か所で全国ワークショップを開催することとした（表 3）。なお、新型

コロナウィルスのため宮城県の開催は延期とした。 
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表 3 全国ワークショップの概要 

開催月日 場 所 参加人数 

2019 年 6 月 16 日（日） 
新潟県新潟市 

白根カルチャーセンター 47 

2019 年 11 月 16 日（土） 
広島県東広島市 

広島大学武道場 39 

2019 年 11 月 17 日（日） 

兵庫県丹波篠山市 

cafe and judo studio“Touya  

Cafe” 24 

2019 年 11 月 24 日（日） 
東京都小金井市 

東京学芸大学武道場 29 

2020 年 12 月 14 日（土） 

 

愛媛県四国中央市 

伊予三島運動公園体育館 24 

2020 年 1 月 26 日（日） 
鹿児島県鹿屋市 

鹿屋市武道館 41 

2020 年 2 月 16 日（日） 
北海道上川郡 

当麻町公民館まとまーる 26 

2020 年 2 月 23 日（日） 
三重県鈴鹿市 

鈴鹿市武道館 40 

2020 年 3 月 8 日（日）新

型コロナウィルスのため

延期 

宮城県牡鹿郡女川 

女川総合体育館柔道場 

－ 

 

３．ワークショップの内容 

 ワークショップのプログラムは基本的に毎回同じとする（表 4）。まず、

発達障害の理解と支援である。これは、柔道場で見られる子供達の問題行動

を例に出しながら、発達障害の基本的な理解と具体的な支援方法についての

理解を促していく。 

 次に応用行動分析を取り上げる。極力、専門的な用語を使うことなく、行

動の前後の条件を調整することにより、行動自体が変容することを繰り返し

説明する。また、PowerPoint による説明だけではなく、実際にグループご

とに寸劇を発表することで、実体験として理解を深める。 

次に脳科学の視点から運動を取り上げる。運動をすることにより、神経の

発達が促される可能性があることを説明する。その中で、有酸素運動をする

ことにより、BDNF（脳由来神経栄養因子）などが体内に生まれ、ニューロ

ンの成長を促すということも伝えていく。 

次は体の使い方の指導である。体幹のしなやかさの重要性を理解した上で、

背中や足などの各関節の柔軟性を高める知識を伝える。同時に、参加者によ

つばいで移動する経験などをしてもらい、体幹の動きなどを実感してもらう

ようにする。 
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次に、発達を促す運動（柔道遊び）である。柔道着という丈夫で動きやす

い服装、柔道場という柔らかく安全な場所というメリットを生かした活動を

提案する。具体的には、柔らかいボールを使った鬼ごっこ、帯を使った綱引

きなど、各道場でも導入できそうな運動などを体験する。 

次に、柔道クラブの設立と運営についてである。勝利以外の価値観を重視

する柔道クラブの運営について、具体例を交えながら発表する。 

また、分科会も欠かせない内容である。少人数のグループに講師が一人ず

つ入り、参加者の意見や質問に対して丁寧に答えてく。参加者同士の会話を

促し、話し合いの中で自ら気づき学ぶことを重視する。 

 

表 4 ワークショップの基本的な内容  

項 目 内 容 

発達障害の理解と支

援 

発達障害の基本的な理解と具体的な支援方法につい

て、柔道場で見られる行動を元に説明をする。 

応用行動分析 

行動の前と後の条件を調整することにより、行動自

体が変容することを解説する。実際にグループごと

に寸劇発表することで、理解を深める。 

脳科学から見た運動 

有酸素運動をすることにより、BDNF（脳由来神経

栄養因子）などが体内に生まれ、ニューロンの成長

を促すことを、たとえ話を交えながら説明し理解を

促す。 

体の使い方について 

体幹について解説し、背中や足などの各関節の柔軟

性を高める知識を伝える。参加者によつばいで移動

する経験などをしてもらい、体幹の動きなどを実感

してもらう。 

発達を促す運動 

（柔道遊び） 

発達障害に伴う協調運動の苦手さある子供達が生活

の質を高め、運動を好きになることを目的とした

「発達を促す運動」の指導法を理論と実技で説明す

る 

分科会 

参加者と講師が少人数グループで輪になって座り、

ワークショップに関連した意見交換をする。時に

は、日ごろの悩みを打ち明け、相互に助言をする。 

 

ワークショップの実施の場所は、柔道場や会議室など地域ごとに異なる。

また、参加人数や男女の割合、年齢層、使えるスペースの広さ、用意してあ

る道具の種類や数なども毎回異なっている。参加者も全員柔道経験者の場合

や、柔道未経験者が一定数混じっている場合がある。 

そこで、ワークショップの直前までワークショップのメンバーと各地域の

とりまとめの指導者で、参加者名簿を見ながら具体的な実施方法について検

討し決定していく。日本各地で行ったワークショップの様子を図 2 に示した。 
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図 2 各地のワークショップの様子  

 

４．ワークショップの成果と課題 

 ワークショップ後には、取り組みを改善するためにアンケートをとってい

る。その中から、いくつかのコメントを紹介する。  

 

■発達障害に特化した研修はとても珍しいので、とても参考になった。 

■発達障害に関する専門的な知識を得ることができた。 

■発達障害に関して悩みを相談する機会がないので、参加して良かった。 

■柔道の本当の意味やあり方などを考えさせられた。 

■昭和の時代のやり方をいつまでも続けてはいけないということがわかった。  

 

 アンケートの結果は肯定的な内容がほとんどである。否定的な内容は「時

間が足りない」「内容が豊富で理解が追い付かない」といったものであった。

このワークショップは各地で好評を得ており、2020 年度は全国 7 か所で実施

をする予定である。 

 しかし、講師陣は仕事をしながら本ワークショップを行っており、時間的

な負担も大きい。このことから、全国各地でワークショップを開催できる人

材を育てることや、講師一人一人の力量を上げることで、継続性を担保して

いくことが課題となっている。 

 2020 年は東京オリンピック・パラリンピックが開催される予定であり、柔

道についても注目が集まると思われる。柔道は勝ち負けに注目が集まりがち

であるが、本来の柔道は教育である。柔道の価値はどこにあるのか、本取組

を続けながら今後も探っていきたい。 
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